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【公表日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2018-019
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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  28/14     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   28/14     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年5月9日(2019.5.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　[0067]いくつかのケースにおいて、ｅＮＢはユニキャストを介して要求するＵＥｓへ要
求されたコンテンツを送信することからブロードキャストまたはマルチキャストを介して
送信することへ切り替えることができる（例えば、ｅＭＢＭＳまたはシングルセルポイン
トツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）送信を用いて）。同じコンテンツを要求する多数
のＵＥｓが、適合可能な値であり得るしきい値を超えるとｅＮＢが決定する場合、ｅＮＢ
はトラフィックアップロードに関してｅＭＢＭＳまたはＳＣ－ＰＴＭへ切り替えることが
できる。ｅＮＢがＳＣ－ＰＴＭ送信へ切り替える場合、ｅＮＢは共有される物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）へ要求するＵＥｓをハンドオーバするかまたは要求ＵＥ
ｓをリダイレクト(redirect)することができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　[0068]いくつかのケースにおいて、ｅＮＢは異なる無線アクセステクノロジ（ＲＡＴｓ
）を用いてデータを送信することができる。例えば、同じコンテンツを要求する多数のＵ
Ｅｓが、適合可能な値であり得るしきい値を超えるとｅＮＢが決定する場合、ｅＮＢは一
方のＲＡＴから別のＲＡＴへキャッシュされたコンテンツのデータ送信を切り替えること
ができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　[0059]動作５００は５０２で始まり、ここで、基地局はリモートソースからのコンテン
ツに関する要求を第１のユーザ機器（ＵＥ）から受信する。５０４において、基地局はリ
モートソースからのコンテンツを検索しそのコンテンツを第１のＵＥに提供する。５０６
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において、基地局は基地局においてコンテンツの少なくとも一部をローカルキャッシュに
記憶する。５０８において基地局は少なくとも第２のＵＥからコンテンツに関する要求を
受信する。５１０において、基地局はローカルキャッシュからコンテンツを検索しそのコ
ンテンツを第２のＵＥに提供する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　[0070]ｅＮＢは隣接ｅＮＢが様々な方法でキャッシュされたコンテンツを有することを
決定することができる。一態様において、リモートサーバからのコンテンツを検索する第
１のｅＮＢは隣接ｅＮＢｓ（例えば、Ｘ２インタフェースを介して）にコンテンツをプッ
シュすることができる。一態様において、コンテンツを検索する第１のｅＮＢは、第１の
ｅＮＢが特定のアドレス（例えば、特定のＵＲＬ）に関連づけられたコンテンツを検索し
たことを他のｅＮＢｓに知らせることができる。他のｅＮＢｓは、他のｅＮＢｓの１つに
よりサービスされるＵＥが同じアドレスに関連づけられたコンテンツに関する要求を送信
するとき第１のｅＮＢからコンテンツを検索することができる。一態様において、第１の
ｅＮＢは要求されたコンテンツに関連づけられた特定のアドレスをＭＭＥにアナウンスす
ることができる。ネットワーク内のｅＮＢｓは特定のアドレスに関連づけられたコンテン
ツに関するＭＭＥを問い合せることができる。第１のｅＮＢがコンテンツを従前に検索し
たことをＭＭＥが示す場合、他のｅＮＢｓはリモートサーバよりはむしろ第１のｅＮＢか
らコンテンツを要求することができる。コンテンツがｅＮＢにより従前に検索されなかっ
たことをＭＭＥが示す場合、ｅＮＢはコンテンツに関する要求をリモートサーバに送るこ
とができる（および上述したように、コンテンツをキャッシュすることができる）。
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